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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 8月 25日 (2004.8.25)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 マ イ ク ロ レ ン ズ 12は 、 光 学 系 を 透 過 し て き た 入 射 光 を 各 受 光 素 子 に 効 率 よ く 供 給 す る よ
う に 集 光 す る 素 子 毎 に 配 設 さ れ た レ ン ズ で あ る 。 マ イ ク ロ レ ン ズ 12は 、 図 １ (a) に 示 す 破
断 線 A-A に 沿 っ た 断 面 （ 図 １ (b) を 参 照 ） で 示 さ れ る よ う に 透 明 部 材 18の 表 面 18a 上 に 設
け る 。 マ イ ク ロ レ ン ズ 12は 、 本 実 施 例 に お い て 、 日 中 で の 撮 影 の 色 温 度 （ 5000K ～ 6000K 
） や の 色 温 度 （ 6000K ） と い う 最 も 撮 影 頻 度 の 高 い 色 温
度 で RGB 毎 に 得 ら れ る 信 号 の 感 度 比 S が そ れ ぞ れ 0.7, 1, 0.8 に あ る こ と か ら 、 感 度 比 S 
の 大 き さ （ S(G)>S(B)>S(R)） と 逆 に レ ン ズ の 曲 率 r （ r(R)>r(B)>r(G)） を 順 に 小 さ く す る
よ う に 形 成 す る （ 図 １ (b) を 参 照 ） 。 こ の レ ン ズ の 曲 率 関 係 は 、 大 き な 曲 率 の レ ン ズ ほ ど
大 型 の レ ン ズ を 形 成 す る こ と に な る 。 す な わ ち 、 図 ２ に 示 す よ う に 色 R の マ イ ク ロ レ ン ズ
12が 最 も 大 き く 形 成 さ れ 、 色 G の マ イ ク ロ レ ン ズ 12が 最 も 小 さ い 。 こ の レ ン ズ は 、 従 来 か
ら 行 わ れ て い る 方 法 と 同 様 に レ ン ズ 部 材 20を 配 し 、 こ の レ ン ズ 部 材 20に 加 熱 処 理 を 施 し て
透 明 部 材 18の 表 面 18a 上 に 形 成 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 固 体 撮 像 装 置 10の 他 の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 共 通 す る 部 分 に は 、 同 じ 参 照 番
号 を 付 し 、 説 明 を 省 略 す る 。 本 実 施 例 で は 、 マ イ ク ロ レ ン ズ 12は 、 同 じ 大 き さ に 形 成 す る
。 こ の た め 、 同 一 の 光 量 が 入 射 し た 場 合 、 各 受 光 素 子 16a に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 同 じ 幅
の 光 束 が 供 給 さ れ る 、 前 述 し た よ う に 受 光 素 子 16a に 達 す る 光 の 強 度 が 色
に よ っ て 異 な る 。 し た が っ て 、 色 毎 に 得 ら れ る 信 号 電 荷 に 差 が 生 じ る 。 こ の 受 光 素 子 16a 
の 色 毎 に カ ラ ー フ ィ ル タ 12を 介 し て も 同 一 の 信 号 電 荷 を 発 生 さ せ る よ う に 遮 光 部 材 17の 開
口 部 17a の 大 き さ を 調 整 す る 。 開 口 部 17a の 大 き さ は 、 開 口 面 積 A あ る い は 開 口 率 Apで 表
す こ と が で き る 。
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【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 述 し た 実 施 例 は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 14と 受 光 素 子 16a が 対 応 し て 正 方 配 置 し て い る 場 合
に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ の 配 置 に 限 定 さ れ る も の で な く 、 受 光 素 子 16a の 幾 何 学
的 な 形 状 の 中 心 を 行 方 向 お よ び 列 方 向 に ピ ッ チ の 半 分 ず ら し て 配 置 さ れ て い る 、 い わ ゆ る
ハ ニ カ ム 配 置 に お い て も 適 用 す る こ と が で き る （ 図 ４ を 参 照 ） 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 マ イ
ク ロ レ ン ズ 12の 大 き さ を 調 整 す る こ と に よ り 受 光 素 子 16a を 高 感 度 受 光 素 子 と 低 感 度 受 光
素 子 に す る こ と が で き る 。 こ の と き 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 14（ 図 示 せ ず ） に よ る 光 量 の 低 下 を
考 慮 し て 高 感 度 受 光 素 子 と 低 感 度 受 光 素 子 を 配 置 す る と よ い 。 具 体 的 に は 、 た と え ば 、 色
R, Bに 対 応 す る 位 置 に 高 感 度 受 光 素 子 を 配 し 、 色 G に 低 感 度 受 光 素 子 を 配
す る と よ い 。 ま た 、 こ の ハ ニ カ ム 配 置 に お い て も 受 光 素 子 16a の 開 口 率 Apを 色 毎 の 感 度 に
応 じ て 変 え て も よ い 。 得 ら れ た 信 号 電 荷 は 、 そ れ ぞ れ 高 感 度 受 光 素 子 と 低 感 度 受 光 素 子 の
横 位 置 に 受 光 素 子 16a の 配 置 を 妨 げ な い よ う に 蛇 行 し た 高 感 度 受 光 素 子 用 と 低 感 度 受 光 素
子 用 の 垂 直 転 送 路 16H, 16Lを 介 し て 読 み 出 さ れ る 。 こ の よ う に 信 号 電 荷 を 読 み 出 す こ と に
よ り 、 ハ ニ カ ム 配 置 の 撮 像 部 16か ら 得 ら れ た 画 像 を 色 バ ラ ン ス の よ い 画 像 に し て 提 供 す る
こ と が で き る 。
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